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団 体 名  

 

朝日公民館 

 

①  研修の日時 

  平 成 ３ ０年 ８月 １ ８日 （土 ）・・・あさひ祭 り  

 平 成 ３０年 １０月 ２６日 （金 ）、２７日 (土 )、２ ８ 日 （日 ）・・・朝 日 文 化 祭  

 

②  研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。） 

◆あさひまつり 

  8:00～13:00  会場となる松江3中のグラウンド準備 

            ・テント設営、机・いすの配置、ステージ設営補助 

 14:00～16:30  出店の準備 

            ・ヨーヨー釣りの準備 

 17:00～20:00  あさひまつり運営補助 

            ・ヨーヨー釣りコーナーの店番、ステージ進行の補助 

 20:00～22:00  片付け 

            ・テント解体、机・椅子片付け 

 

◆朝日文化祭（※松江市からの派遣職員と共同参加） 

 （10/26（金）） 

  8:30～12:00  展示場設営、作品展示 

 13:00～17:15  会場（展示場以外）準備、小道具作成 

 

（10/27（土）） 

 8:30～12:00  案内看板作成 

13:00～15:00  出店運営補助（展示場、健康相談、喫茶） 

15:00～15:30  フル―ト、バイオリン演奏会場準備（その後聴衆として参加） 

15:30～16:00  館長講話、意見交換（※後述） 

16:00～17:15  翌日準備 

 

（10/28（日）） 

7:30～10:00  会場準備（テント設営、机・椅子並べ） 

 10:00～10:30  オープニング参加 

 10:30～11:30  出店運営補助（石焼き芋、餅つき） 

 12:30～13:30  ドミノ倒しイベントの進行 

 13:30～15:00  出店運営補助（缶バッジ作成、餅つき） 

 15:00～16:00  片付け（テント解体、机・椅子運び、館内掃除） 

 



 

※館長講話・意見交換の概要 

１ 朝日地区の概要 

  朝日地区は松江の中心、駅ができてから発展した新しい街。そのため寺も神社もない。歴史が浅

いので土地のしがらみが強くなく、そのあたりが自治会加入率の低さにも現れている。買い物や移動

が便利なので、老人が独居でも暮らせる。 

２ 朝日公民館について 

  来年移転２５周年を迎える。 

① 利用者について 

駐車場も潤沢で松江市の中心にあるため、便利が良いという声をよく聞く。松江市の会合での

利用も多い。土日も使える。ただ、他の公民館と比べて部屋が狭い、数も少ないといった声もある

が・・・。 

② 公民館職員について 

館長と職員は採用が違う。館長は松江市教育委員会、職員は松江市公民館運営協議会。

館長１人、主任１人、主事２人の体制でやっている。全員が社会教育主事の有資格者。職員は

市内の公民館の間で異動がある。 

 ３ 外から見た公民館の様子（地域との関わり） 

   何をしているのかわかりにくいとの声があるので、もっとＰＲが必要だと考えている。運営は町内会費

が投入されている。いろいろな事務局を持っている（社会福祉協議会、体育協会等） 

 ４ この職場派遣研修での体験の活かし方 

   今後、是非公民館活動に参加して欲しい。 

 ５ その他 

   公民館は住民の想いに寄り添うことが一番。市や県は、規定に縛られなかなか難しいかもしれない

が住民の目線を是非意識して仕事をしてもらいたい。 

   最近地域活動が消極化している理由としては、子供達が忙しくなったことがあると思う。昔は部活

動だったものが今ではクラブになり、その他にも塾や習い事をたくさんしている。 

    

③  研 修 の感 想  

（研 修 の全 般 的 な感 想 、各 団 体 での活 動 の 意 義 や協 働 に 対 する感 想 （研 修 前 後 におけ

る意 識 の 変 化 ）等 について記 入 してく ださい。 ）  

  夏 祭 りと文 化 祭 と いう 公 民 館 の２ 大 行 事 に 運 営 の補 助 という形 で参 加 させても らい、 公 民

館 の役 割 や公 民 館 職 員 の 仕 事 内 容 について知 ることができ ま した。 

  ま た 、文 化 祭 の運 営 で は、一 つのイベント（ドミノ倒 し）の企 画 と運 営 を松 江 市 から 派 遣 の２

名 と協 力 し、完 全 に研 修 生 だけで実 施 する という機 会 を与 え られ ま した。限 られた 時 間 と環

境 の中 でどうすれ ばより参 加 者 に楽 しん でも らえ るかを考 え、それ を形 にしていく 作 業 は普

段 の業 務 の中 では中 々味 わえない貴 重 な経 験 となりま した 。 

 １  公 民 館 の役 割  

   地 域 で暮 らす住 民 同 士 の繋 がりの希 薄 化 が問 題 視 されている昨 今 ですが、住 民 同 士 の

活 動 の拠 点 と して公 民 館 はやはり重 要 な 存 在 だと感 じました 。 

例 えば、今 回 参 加 させ ても らったよ うな地 域 の お祭 り（イベント）を開 催 しようと した場 合 、

準 備 から運 営 の全 て を住 民 だけで賄 うに は限 界 があ りま す。それぞれ 本 業 を持 っており、そ

こにかかりきりに はなれ ないため です。また 、場 所 をどうするかと いった 問 題 も 出 てきま す。そこ

に公 民 館 という場 所 を提 供 し、公 民 館 職 員 が 準 備 ・運 営 の 下 支 えやサポートをする ことで

住 民 の負 担 が 減 り、参 加 しやすく なり、ま た 内 容 も 充 実 したも の になっていくの だと感 じまし

た 。 



 

 ２  いきいき と活 動 する高 齢 者 たち 

   祭 り全 体 を 通 じて 印 象 に残 っている のは、いきいき と活 動 する高 齢 者 の方 々の姿 でした 。

男 性 陣 はテントの設 営 から音 響 設 備 の設 置 などの会 場 設 営 を担 当 し、女 性 陣 は来 場 者

へ振 る 舞 う料 理 作 りな どをしておられ まし た。 祭 りが始 まった あ とも 出 店 やブースの中 に入 っ

て来 場 者 への対 応 を 行 うなど常 に活 動 的 で した 。よ く「仕 事 を退 職 した 後 の 男 性 が生 きが

いを失 って・・・。」とい った問 題 を耳 にしま すが、こうやって地 域 と関 わりを持 ち、地 域 活 動 の

中 に居 場 所 を持 って いれば退 職 後 も 孤 独 に悩 むよ うなことは ないの だろうなと思 い ます。 

 ３  研 修 前 後 におけ る意 識 の変 化  

   私 自 身 、松 江 市 の 出 身 であり、小 学 校 を卒 業 する頃 までは 住 んでい た地 域 の 公 民 館 行

事 にも 積 極 的 に 参 加 していま した 。しか し、中 学 校 に入 学 した 頃 から地 域 行 事 とは疎 遠 に

なってしま い、今 回 実 に２０数 年 ぶりに公 民 館 行 事 に 参 加 する こと となりま した。 

   同 じ夏 祭 りや文 化 祭 でも 、子 供 として 参 加 する のと大 人 と して参 加 するので は大 違 いで、

子 供 の頃 には見 えなかった も のが色 々と 見 えました 。夏 祭 りや文 化 祭 が行 わ れるに 当 たって

はこんなにも 多 く の大 人 達 が関 わ り、汗 をか いている ということは 子 供 の頃 にはわからないこと

でした 。 

   その点 について改 めて知 る こと ができま したの で、これ からは現 在 住 んでいる 地 域 の公 民

館 活 動 にも 参 加 してみようと 思 いま す。 

 

④ その他特記事項  

（※今後の研修実施に当たっての改善点、留意しておくべきことなどがあれば記入してください。） 

 ・基本的に作業のマンパワーとしての役割がほとんどだったのですが、それだと職員の方の指示がなけ

れば何も動けないため、職員の方が自分の業務で手が離せない場合等には研修生が時間を持て余

す状況が多くありました。 

 ・今回、試みということで文化祭において「一つのコーナーの企画・運営を研修生に全て任せる」という

ことをしていただきましたが、これであれば職員の方の指示がなくとも研修生だけでもある程度主体的

に動くことができ（アイディア出し、進行の立案・検討、必要な小道具作成等）、職員の方の負担も、

研修生が持て余す時間も減るように思いました。 

 

（注 １ ）研 修 日 時 ・内 容 等 がわか る資 料 があれ ば、添 付 してく ださい。 

  ( 注 ２ )報 告 書 は、平 成 31 年 1 月 31 日 までに人 事 課 あてにメールで提 出 してく ださい。 


